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[bookmark: _Hlk207702246]今回の検査および治療に関して説明いたします。ご不明な点がありましたら遠慮なくお尋ねください。

◆　検査の名称：　　　　　　　　　　　　　　　　　　CT造影検査　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
◆　施行予定日：　　　　　　　 　年　　　　 月　　　　 日 　
[bookmark: _Hlk216787581]◆　説明の補助資料：　　　　　　　　　　　　補助資料　　放射線科002　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

1. CT造影検査　の概要・目的
2. 副作用について
１）軽い副作用
２）重篤な副作用
３）遅発的な副作用
４）造影剤を血管内に注射す際に発生する恐れのある併発症
3. 授乳に関する注意

[bookmark: _Hlk206770537][bookmark: _Hlk207702297]十分お考えのうえご理解頂けましたら、下記の同意書のいずれかの□にレ点をご記入し、ご署名をお願いします。　

同　　意　　書

私は、上記の説明書に記載された事項について、説明医師から十分な説明を受けるとともに、質問する機会を得ました。私は、今回の検査を受けることについて以下のとおりとします。

□　同意します。
この説明により、予定されている検査及び関連する事項について理解できましたので、検査に必要な医療行為が行われることに同意します。なお、この度の検査の実施中に、緊急の処置を受ける必要が生じた場合には、その処置を受けることに同意します。

□　同意しません。
今回の検査について十分な説明を受け、治療上必要であることを理解しましたが、この検査を受けることについては同意しません。

　　　　年　　　　月　　　　日
静岡赤十字病院　院長　殿


患者本人　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　家族等　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（患者との続柄：　　　　　　）　
　＊　自筆署名があれば押印は不要です。
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静岡赤十字病院
ＣＴ造影検査について

１．ＣＴ造影検査　の概要・目的
ＣＴ造影検査は、ヨード造影剤を静脈内に投与して、体内の深部を観察する精密検査です。
使用するヨード造影剤は基本的に安全な薬剤といわれていますが、一定の頻度で次のような副作用が生じることが知られていますので、ここに書かれている事項をよくお読みのうえ、ヨード造影剤の使用に同意いただけるようでしたら、署名をお願いします。
同意がいただけない場合は、ヨード造影剤を使用しないで、可能な限り正確な診断となるようＣＴ検査を施行しますが、詳細な情報が得られない場合もあります。
また、喘息と診断されたことがある場合や甲状腺機能が亢進している場合、以前にヨード造影剤で重篤な副作用があった場合は、原則としてヨード造影剤を用いた検査は行いません。


２．副作用、併発症について

１）軽い副作用
かゆみ、発疹、発赤、悪心、嘔気、嘔吐
これらの副作用は、３％前後の頻度で起こりますが、通常は特に治療を必要とせず、検査当日でほぼ収まります。

２）重篤な副作用
血圧低下(ショック)、息苦しさ、意識消失、腎不全、嗄声(喉頭浮腫)
発生する頻度は０．０４％（２，５００人に１人）とわずかですが、さらに重症となり治療が必要となる可能性もあります。当院では救命救急センターと連携を取って、速やかな対応が可能な体制で検査を行っています。他の多くの薬剤と同様にごく稀に（０．０００２５％、つまり４０万人に１人の頻度）死亡例の報告もあります。

３）遅発的な副作用（＝検査後に発生する副作用）
頭痛、嘔気、かゆみ、発疹
５％前後の方に検査後１時間から数日で発生することがあります。主治医にお申し出下さい。救命救急センターで受診することも可能です。

４）造影剤を血管内に注射す際に発生する恐れのある併発症
造影剤を血管内に注射する際に血管外に漏れることが０．３％程度（３００人に１人）の頻度で発生し、注射した部位の腫れや痛みを伴うことがあります。通常は時間が経てば吸収されるので心配はありません。漏れた量が多い場合には、処置が必要となることもありますが稀です。


３．授乳に関する注意
造影剤添付文書には、「診断上の有益性及び母乳栄養の有益性を考慮し、授乳の継続、又は授乳の中止を検討すること。動物（ラット静脈内投与）で乳汁中への移行が報告されている。」との記載があります。しかし、ヨード造影剤投与後24時間以内の母乳への移行は投与量の1%未満、ガドリニウム造影剤投与後24時間以内の母乳への移行は投与量の0.04%未満とされています。これにしたがい、日本医学放射線学会では、「造影剤使用後の授乳制限は必要ないものと判断します」と提言されています。以上より、赤ちゃんへの授乳による影響は非常に少なく、授乳制限は不要と考えていますが、ご心配の場合には、検査前に搾乳しておく、検査後24時間だけは授乳を避けるなどの方法もありますので、かかりつけの産婦人科または小児科の医師にご相談ください。
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静岡赤十字病院
検 査 予 約 票

　　　　　 　　　　　　　　　　　　　　　  　　	　　　　　　　様
　　	　　	診療科　　	放射線科部
　　	　　	検査項目　　	CT造影検査
	　　	予約日　　	　　　　年　　　　月　　　　日      			  
	　　	予約時間　　	      	　時		分  　　　　　　　　　　　　　　　　　   

【検査場所】
１号館地下１階　放射線科受付 検査予約時間の１０分前においで下さい。
受付窓口に　・診察券　・検査予約票（この用紙）　・同意書（造影CTの場合）を提出して下さい。
【検査の目的】
CT検査は、エックス線を用い検査部位の断層写真を得て、形、大きさなどを観察します。
必要に応じて腕の静脈からヨード造影剤という薬を注射しながら撮影することもあります。
【検査の方法】
検査用ベットに横になります。しばらくするとベットが移動します。動かないで、
静かにしていてください。息止めが必要な場合は合図をしますのでそれに合わせて下さい。
今回は（　単純CT　・　造影CT　）です。
（造影CTの場合は腕の静脈からヨード造影剤を注射します。）
【所要時間】
１０分から２０分程度かかります。
【食事】
　　　　　　　□食事は普段通りに摂ってください。
□食事は、検査４時間前から食べないで下さい。水、お茶は飲めます。
□（　　　　：　　　　）から食べないで下さい。
【薬】
□すべて飲んで下さい。
□（　　　　　　　　　　）（　　　　　　　　　　　）のみ飲んで下さい。
□飲まないで下さい。
□糖尿病薬・インスリン注射は当日（　朝　・　昼　）は中止して下さい。
□糖尿病薬（　　　　　　　　　）は　　月　　　日～　　　月　　　日は飲まないで下さい。
【その他】
　　・以前、造影剤の注射により具合が悪くなったことがある方、糖尿病薬をご使用の方は、
　　　検査予約の際、担当医にお知らせ下さい。
　　・除細動器装着、心臓ペースメーカー装着の方は申し出て下さい。
　　・妊娠中、またはその可能性がある方は申し出て下さい。
※緊急検査のために予約時間に検査ができない場合もありますので、ご承知ください。
※予約日に来院できない場合は下記までご連絡ください


	

	


				静岡赤十字病院
				静岡県静岡市葵区追手町８番２号
				TEL　054-254-4311（代）

	地域医療連携課　→　放射線科
	
	ヨード造影剤検査前チェックリスト

	　　　　　　　　　　　　　　　様
	[bookmark: _Hlk210742741]検査日 　　　　　　年 　　　　月　　　　日



※担当医は下記の項目を確認してから、検査の説明を行って下さい。

絶対禁忌　　　　該当なし
　ヨード過敏症　
　重篤な甲状腺疾患
　ヨード造影剤による重篤な副作用歴のある者

原則禁忌・慎重投与　　　該当なし
※下記の項目に該当する場合は原則禁忌・慎重投与が必要です。主治医・担当医の判断で指示を出して下さい。

	　重篤な腎障害（腎機能：eGFR            ml/min）　30～60ml/minは要注意

	　ビグアナイド系薬剤服用（糖尿病薬）：メトグルコ、グリコラン、メトホルミン、ジベトス等は
　　 検査前後2日間は休薬が望ましい

	　βブロッカー服用（不整脈薬）は造影剤副作用発生率が高くなります

	　重篤な心疾患
	　アレルギー（薬品・食品　　　　　　　　　　　　　　　）

	　気管支喘息（最終発作　　　　　年　　　　　月　　　　）
	　重篤な肝障害

	　一般状態が極度に悪い
	　脱水状態

	　急性膵炎
	　多発性骨髄腫

	　マクログロブリン血症
	　褐色細胞腫およびその疑い

	　テタニー
	　現在授乳中（別途注意事項あり）

	　12歳以下
	　



※チェックリストは、予約検査の場合は検査前日までに放射線科に提出して下さい。
　 当日依頼の場合は、同意書と一緒に持参して下さい。
	サイン

	担当医
	放射線科

	　
	　









静岡赤十字病院


静岡赤十字病院
医療被ばくに関する説明書【CT検査】

	[bookmark: _Hlk199257293]患者番号：
	　　　　　　 　
	患者氏名：
	　　　　　　　　　　　　  様




CT検査は、放射線（X線）を使用して体の中の構造や病変の広がり・性状を詳しく調べる精密検査です。
放射線を用いるため、放射線被ばくによる以下の影響が生じる可能性があります。

【放射線の人体への影響】　　
放射線被ばくによって人体に起こる影響には確率的影響と組織反応（確定的影響）があります。

[bookmark: _Hlk26385512]確率的影響：被ばくする放射線量が増えるほどその発生確率が高くなる影響で、発がんや遺伝的影響があります。影響が現れる期間は数年から数十年後です。
１回のCT検査で受ける放射線量（100mSv以下：低線量被ばく）では、その関係は明らかにされていません。

組織反応（確定的影響）：しきい値（しきい線量）を超える放射線量を被ばくすると一定の割合で起こる反応で、代表的な反応に皮膚紅斑や脱毛、骨髄減少などがあります。
　　　　　　１回のCT検査で受ける放射線量（100mSv以下：低線量被ばく）では、確定的影響が発生することはほとんどないと考えられています。
Sv：シーベルト（実効線量：局所の被ばくを全身の被ばくに換算した場合の線量単位）　

【予想される被ばく線量】
　CT検査での放射線被ばく線量は、撮影方法や部位により異なりますが、1回の撮影で5～30mSv程度　（放射線医学総合研究所ホームページより）となります。

【当院での被ばく低減の取り組み】
　当院では不必要な放射線被ばくを抑えるために以下の取り組みを行っています。
・必要以上の範囲は撮影しない
・頻回の繰り返し検査は避ける
・装置の被ばく低減機能を積極的に使用する
放射線機器については、定期的に点検を行い、放射線量を測定し適正かどうかのチェックを行うなどの被ばく管理を実施しています。


	[bookmark: _Hlk211532620]説 明 日：
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